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１．研究の背景・目的  

現在の地球は過去 1400 年で最も気温が高くなっ

ていると言われている．将来，地球の気温はさらに上

昇すると予想されており，水，生態系，食糧，健康な

どに，より深刻な影響が生じると考えられている．  

 今後数十年から数百年で起こると予想される気候

変動がもたらす様々な自然・社会・経済的影響に対し

て，世界各国との協力体制を構築し，解決策を見いだ

していかなければならない．そこで日本では，低炭素

社会への転換を実現するために平成 20 年度に環境

モデル都市の制度が創設され，家庭・産業・運輸とい

った各分野を横断した取組，市民・企業・行政といっ

た主体間の垣根を越えた取組を推進している． 

筆者らは過去に，環境モデル都市の温室効果ガス

削減目標の達成率について，事業別に比較・評価を行

った．しかし，達成率には削減目標の値が大きく影響

するため，削減目標量の検証が不可欠である．そこで

本研究では，環境モデル都市について事業ごとの進

捗状況の調査を通じて，各事業の削減目標量を比較

し，環境モデル都市の取組をさらに進める上での課

題を把握することを目的とする． 

 

２．環境モデル都市の事業の進捗状況の調査 

２．１ 事業の進捗状況の調査方法 

本研究では平成 20 年度に選定された 13 の環境モ

デル都市を対象として調査する．首相官邸が公表し

ている「環境モデル都市の温室効果ガス排出量等報

告書」を用い，各都市が行った事業による CO2削減

量を調査する．次に各都市が作成しているアクショ

ンプランに記載されている CO2削減目標量の値と比

較することで達成率を算出し，事業ごとの達成率の

特色を把握する． 

 

表 1 H24，H25 CO2排出量と削減量 

 

 

２．２ 事業の進捗状況の比較 

各都市の平成 24 年度と平成 25 年度の市民 1 人当

たりの CO2排出量と削減量の結果を表 1 に示す．な

お千代田区は，夜間人口と昼間人口の間に約 17 倍の

開きがある．CO2 を排出している主な原因は昼間の

活動と考えられるため，昼間人口で割った値も示し

た． 

この表より，各都市の排出量に大きな変化は見ら

れないことが分かる．また，豊田市や北九州市などの

大きな工業地帯を有する都市では，CO2 の排出量が

多いことが分かる．また，横浜市や堺市などの大規模

都市では 1 人当たりの削減量が少なく，宮古島市や

梼原町などの小規模都市では削減量が多いことが分

かる． 

 

２．３ 事業の進捗状況に影響する要素の抽出 

各都市の 1 人当たりの CO2削減目標量と CO2排

出量を事業ごとに分類した．横軸に 1 人当たりの

CO2削減目標量，縦軸に 1 人当たりの CO2削減量

として，全 13 都市を対象としたグラフを図 1 に，

小規模都市・中規模都市を対象としたグラフを図 2

に，大規模都市・特別区を対象としたグラフを図 3

に示す．グラフの左上にプロットされている事業は

H24年一人当
たり

CO₂排出量
（kg-CO₂）

H24年一人当
たり

CO₂削減量
（kg-CO₂）

H25年一人当
たり

CO₂排出量
（kg-CO₂）

H25年一人当
たり

CO₂削減量
（kg-CO₂）

横浜市 5.4 0.0 5.3 0.0
京都市 4.4 0.2 4.4 0.1
北九州市 15.4 0.1 14.8 0.2
堺市 9.7 0.0 9.7 0.0
豊田市 12.2 0.1 12.2 0.1
富山市 8.0 0.1 8.1 0.1
帯広市 7.7 0.3 7.6 0.5
飯田市 6.1 0.0 6.2 0.1
宮古島市 5.8 0.5 6.0 0.6
水俣市 4.9 0.2 5.0 0.2
梼原町 4.3 0.6 4.7 0.9
下川町 6.9 0.2 7.2 0.5
千代田区 48.1 0.5 46.9 0.5
千代田区
昼間人口

2.77 0.03 3.08 0.03
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削減目標量より削減量が多くなった．すなわち達成

率の高い事業，右下にプロットされている事業は達

成率の低い事業となる． 

グラフから，運輸部門の事業の多くは達成率が低

く，家庭部門の事業の多くは達成率が高いことが分

かる． 小規模都市・中規模都市では，家庭部門の

事業の削減量が多く，達成率も高いことが分かる．

大規模都市・特別区では，家庭部門や産業部門の事

業の達成率が高いが，総じて 1人当たりの削減目標

量が少ないため，削減量も少ないことが分かる． 

  

 

図 1 13 都市の事業別達成率 

 

 

図 2 小規模・中規模都市における事業別達成率 

 

図 3 大規模都市・特別区における事業別達成率 

表 2 工業に関するデータ 

 

各都市における工業製品出荷額・就業者数などを，

達成率と比較した（表 2）．工業が盛んに行われてい

る都市では，他の都市と比べエネルギーを多く消費

するため，必然的に CO2の排出量も多くなると考え

られる．達成率が特に低い横浜市，北九州市，豊田市

は，日本の工業の主要都市となっている．産業部門の

部門においても，達成率の高い事業が存在するが，そ

の多くは削減目標量が小さくなっており，都市全体

の達成率への寄与が小さくなったと考えられる． 

 

３．結論および今後の課題 

本研究では，平成 20 年度に選定された環境モデル

都市を対象として，事業の削減目標量の比較を通じ

て，環境モデル都市の取組をさらに進める上での課

題を把握することを試みた．各都市で CO₂の排出量

と削減量の関係を見ると，小規模都市では排出量は

少なく削減量は多い一方で，大規模都市では逆の結

果となった．また，産業部門や家庭部門の事業の多く

は達成率が高く，運輸部門の事業の多く達成率が低

いことが分かった． 

工業が盛んに行われている都市では，CO₂排出量

が大きくなるが，工業を対象とした事業に行政が直

接関わることは難しい．環境モデル都市の事業を進

めるためには，企業・市民の積極的な協力が不可欠で

あり，各主体が連携して取り組むことが重要である． 
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横浜市 116 262 4416 213163.6 -143
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